
第22回フューチャーセッションのご案内

「OSFC認定ワーキンググループ活動報告会」
～地域創生・宇宙食・教育コンテンツ～

〈 開催概要 〉

■ 日 時

■ 開催場所

■ 定 員

■ 対 象

■ 活動報告

■ 内 容

■ 会員企業ピッチ

〈 お申込み 〉

今回のフューチャーセッションはスペースベース Qにてオンサイト開催いたします。
応募フォーム、もしくはメール（ info@osfc.or.jp ）にてご登録ください。

締切：2月22日 (水)午後14時まで

定員になり次第、募集を締め切らさせていただきます

※申込後、イベント開催までに確認メールが送信されます。
迷惑メール対策などでドメイン指定を行っている場合、
メールが受信できない場合がございます。info@osfc.or.jp
の受信設定をお願いいたします。

◎前日までにメールが届かない場合は事務局までご連絡ください。

こちらの応募フォームより
お申し込みください

←申込QRコード

※新型コロナウイルスの感染拡大状況により、実施形態が変更になる可能性があります。実施形態が変更になる際は、
申込時に登録されたメールアドレス宛に変更のご連絡をいたします。

2023年2月24日 (金) 14：00～16：00

スペースベース Q（大分市府内町1-4-11つのビル３F）

定員30名程度

OSFC法人会員、個人会員、賛助会員、SBQ学生会員：無料

（上記会員以外の参加希望者：15,000円）

①「地域創生ワーキング」

②「宇宙食ワーキング」

③「教育コンテンツ検討ワーキング」

山九株式会社ロジスティクス・ソリューション事業本部
営業部長 野田大輔（のだ だいすけ）氏

テーマ「山九のオープンイノベーション」

宇宙とスペースポートをキーワードに、未来の価値創造にチャレンジす
るために新技術、新商品の開発等多目的なテーマに係わる活動を進める
OSFC・SBQ会員で組織するワーキンググループを「OSFC認定ワーキン
ググループ」として2021年12月に上記①～③を設置しております。

宇宙・宇宙ビジネスの開発促進、衛星データの活用による新サービスの
開発及び次代を担う子供たちの教育などに資することを目指した夫々の
これまでの活動報告を共有する機会とさせていただきます。

mailto:info@osfc.or.jp
mailto:info@osfc.or.jp
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdeW2KcFWxz2OIRMydxRA-Be8qbExeHqIlbTDDeGnMK9ldWdg/viewform?usp=sf_link


■ タイムスケジュール 進行・ファシリテーター：高山 久信 氏

13：30～ 開場時間

14：00～14：05 開会挨拶

14：05～14：20 OSFC会員 企業ピッチ 山九株式会社 企業ピッチ

14：20～14：40 活動報告 「地域創生ワーキング」活動報告

14：40～14：50 休憩

14：50～15：10 活動報告 「宇宙食ワーキング」活動報告

15：10～15：20 休憩

15：20～15：40 活動報告 「教育コンテンツ検討」活動報告

15：40～16：00 質疑応答、トークセッション

16：00～適 宜 名刺交換、情報交換等 （※スケジュールは変更となる可能性があります。）

主催：一般社団法人おおいたスペースフューチャーセンター（OSFC）
（お問い合わせ）スペースベースQ事務局 TEL：097-589-8622 /E-MAIL：info@osfc.or.jp

■ OSFC会員企業ピッチ 山九株式会社 ロジスティクス・ソリューション事業本部

営業部長 野田 大輔（のだ だいすけ）氏

テーマ「山九のオープンイノベーション」

企業ホームページはこちらから

◼ 宇宙食ワーキンググループ

【活動の主旨】（目指すゴールのイメージ）

大分県下の特産品を原料に宇宙食開発を行います。かつての一村一品運動のような展
開を参考に志向し、商品のラインナップが広がることを目指します。また開発に際し、
技術的な要素を共有し、さらには会員で共用できる有料製造施設等を創設することを
目指します。宇宙食を県内で持続可能な産業として社会実装することができるよう事
業化検討へステップアップできるような活動に取組みます。

◼ 宇宙教育コンテンツ検討ワーキンググループ

【活動の主旨】（目指すゴールのイメージ）

大分県には科学館がないことに着目。箱ものは作らず、教育コンテンツで宇宙サイエ
ンスを学べる環境機会を創出することを目的に活動します。「宇宙」×「学び」を
テーマに、保育園児から高校生までの教育コンテンツを就学カテゴリー毎に検討し、
最終的には連続性のある教育コンテンツメニューを確立し、県内市町村でワーク
ショップを行い、社会貢献並びに事業化を目指します。

◼ 宇宙港を核にした地域創生ワーキンググループ

【活動の主旨】（目指すゴールのイメージ）

大分空港宇宙港を資源として今後得られる価値を構想し、大分県の将来ビジョンをデ
ザインします。また、そのグランドデザインを県民市民一人一人がワクワクして強く
実現を望むことで、行政や自治体が実行に乗り出し、宇宙港としての存在価値・利用
価値を更に高める相乗効果が生まれると考え、生活、観光、教育、ビジネスなど30
年後の未来の絵を描き、大分県や関係自治体に提言することを目的とします。

https://www.sankyu.co.jp/
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